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■アンケート結果

今年度は、発表数が１１技術（29技術(前年)）、通算参加人数は１８７名（351名(前年)）でした。
今回の発表は、よりニーズに即した技術を精選したため、１コマ当りの聴講者が平均６２名（平均50名

(前年)）となり、聴講者数が増加しました。
質疑応答では、現場目線での質問があり、限られた時間の中ではありましたが、より活用されるための

技術改善や新たな技術の開発に生かせる意見交換の場となりました。
アンケート結果から印象に残った活用できそうな技術として記載が多かったのは、「ICT技術を使った

熟練技術者の技術継承」、「ＳＷライナー工法」、「GIコラム工法」、「付着強化型排水桝」でした。ま
た、現場での活用が最も期待されているのは、「ICT技術を使った熟練技術者の技術継承」でした。

■新技術セッションの状況

民間企業からの発表申込数と審査の結果発表し
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内容が薄い

物足りなかった

自分も発表してみたい

もう少しじっくり聞きたかった

発表時間が短かった

ＮＥＴＩＳに興味をもった

実物も見てみたい

色々な新技術を知れて有意義だった
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新技術セッションの感想について
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・ICT技術を使った熟練技術者の技術継承（NETIS未登録）
企業名：三津橋建設株式会社 士別支店

・ＳＷライナー工法（KT-150034-A）
企業名：ＳＷライナー工法協会

・付着強化型排水桝（HK-180018-A)
企業名：日本車輌製造株式会社

・GIコラム工法（QS-100022-VE）
企業名：GIコラム研究会

■アンケートで記載の多かった技術の写真


